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　　　　　　　　　　　花　　山　　夜　　話
　1932年一歳は回れぼ，降る雪は二三ます．見渡せば，満目，回れ皆目艦々
たる積雪に，或は淡く，或は張く．五色に輝く星の光を脊に受けて，猫り我を
忘れ，肚會を忘れ，途には我が地球をも全く忘却して，跡目を遙かに永遠の
彼方に馳する者一・入のtltに彼程氣高く，又彼程卒和な者が又とあらうか？
身を切る様に冴え渡った冬室の月を眺めて，鳴呼寒v・哉と手を縮める前に，
し天の原，ふりさき見れば「と云ふ句を思ひ出せば，先づ先きに手が出る事と
思ふ．比叡擁しに雪：雲が流されて，一しきり吹雪を溶いた後には，点前の様
に澄み切った歯面になる此の冬の夜に，L君が沁め春の野に出で若茱つむ「思
ひ切なるあり．其君は違へど君には攣りなし，君の在ませぬ人ぞ悲しきぞ，
そy“ろ涙転出と下らぬ迄も，憂慮になってLワタシ此頃攣なのよ「てな事に
ならぬとも限らぬが，花山子は此庭に一つの大なる喜びのお知らせをする事
を大V・に欣快とする細事であるんである．そは知る人ぞ知る・彼の本會観測
部に慶する黄道光の顧問閣下にして，月．J，A．v．s．o．の総元締りにあらせられ
る，稻葉先生におかれましては，此度目出度くしかさsぎの渡せる橋を■お
渡りあらせられた世にも目出度き‘‘　HaPPY　end”ではある・從って天上
の織女と牽牛の如く，此れから何位も往復されるのではなくして，人の世で
は只今はスピ1ド時代でありますから，も早はやかさSぎも橋も全然必要で
はなく．今は只御二方の希望に燃ゆる輝いた前途があるのみである．此虚に
於V・て花山子は決めて，誌上を借りて厚くお祀ひ申し上げ，ひいては其華や
かなる前途に詠進されん事を專ら御斬りする所以である．一雪は降る，
花tliの夜一一一一．一ペチカは燃える，アカアカと一一ペチカ燃えろよ．一お話ししまし
よだ．今夜も寒いのに心葉先生の靴音が聞える．天の川に霜が降る頃になれ
ば冬の夜は更ける．遠く近く，雪に光る二條の線路を，音も無く是る列車の
汽笛が響くにつけても，トランシットには次ぎ次ぎに星が通り去る．星がワ
イヤーを通る度びにシンクロノ1ムは一秒一秒セコンドを刻む．やがて子午
線館の屋根が閉まる頃になれば，三葉先生の靴音は次第に霜柱に消えて行く
のである．一一風寒けれどペチカは燃ゆる，何時までも花山の夜は．一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（花　　　山　　　子）
